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今回訪れたベルリンは、統一ドイツの首都として進化をし続ける、ヨーロッパの中で今最も注目され

る街のひとつ。1989 年のベルリンの壁崩壊後、急速に新しい建築も増えていて、街中どこを歩いてい

てもタワークレーンが見えるといった様子。　ポツダム広場・再開発地区の建築群も見ずには帰れな

いけれど、ベルリンならではのあかりはどこにある？ベルリンっ子はどこにいる？？

ということで、旧東ベルリン中心部・ミッテのまわりを街歩きしながらのぞいて来たカフェについ

て、ご報告します。

ベルリン・カフェ事情　　

Berlin, Germany  2002/04/17-20

ポツダム広場周辺にも観光客向けのカフェ

はたくさんありますが、地元の人たちが

集っているのは旧東ベルリンの中心部。

まだ肌寒さの残る４月のベルリンだったけ

れど、少しでも天気のいい日には長い冬の

間ずっと待ち侘びた太陽を楽しむように、

人々はオープンエアのカフェで時間を過ご

している様子でした。

ミッテの中心、フリードリッヒ・シュト

ラーセ駅高架下の骨董屋の建ち並ぶ通路の

一角に面白いカフェをみつけました。

ドーム状の天井には一面にアンティークの

看板が埋め込まれていて、美しいアールを

描いています。クラシカルなペンダントや

ステージライトが空間のアクセントとな

り、まるでタイムスリップしたかのような

黄金の空間にしばし酔いしれてしまいまし

た。カフェだけれど骨董ストリートの通路

でもあるので、お茶をしていると横を人が

通ります。それがとても不思議な印象。

ガラスを通して差し込む曇り空の青白い光

と金色のドームから構成される場所。この

コントラストが何とも言えない安堵感と心

地よさなのです。いつまでも飽きることな

く長居していたいカフェに仕上げていま

す。歩道幅の広い大通りに面したオープンエアのカフェ

最初に足を踏み入れたのは、イタリア人の

経営するカフェ。やはりイタリア人のコー

ヒーはどこで飲んでもおいしい。

座る場所は奥にもたくさんあるはずなの

に、席は通りに面した窓際から徐々に埋

まっていきます。

夕暮れにはまだ少し時間のある午後のゆっ

くりした時間を楽しむ人たち。窓際の席に

差し込むどんよりした柔らかな光は室内に

あるのにオープンエアのカフェと同じ印象

を与えていて、居心地のよい半屋外？半室

内？どちらとも言えない空間を構成してい

ます。店のあかりはまだ点いていません。

窓際の席から埋まっていく

高架下のクラシカルなカフェ

骨董屋街の通路の途中になんとカフェが ・ ・ ・

夜カフェの魅力も大人文化の成熟している

ヨーロッパならでは。きっと東京では見ら

れない夜の世界がそこには広がっているの

では？！、と私たちは某雑誌の一枚の写真

にまんまと誘惑されて、とあるカフェに

やってきました。人がシルエットとなって

闇に浮かび上がる何やら怪しげな雰囲気。

うーん、これは行ってみたい！

しかし、一歩足を踏み込んで拍子抜けして

しまいました。写真で見たような闇と人間

が渾然一体となった暗く怪しげな雰囲気は

一切無く、健全なにぎわい、ざわめきがそ

こには存在していました。

自分の好きなようにテーブルを組み合わせ

て席に座り、自分たちの時間をみんなが楽

しんでいる様子。写真にすっかり騙されて

このカフェにやって来た訳ですが、裏切ら

れたという気はしませんでした。

なぜならそこには確かに人が主役の心地よ

い夜の空間が広がっていたので。

この店の自慢はオーナーのコレクションだ

と言うペンダントライト。フォルムもひと

つひとつが特徴的で、全く統一感など出な

さそうなものなのに、あたたかな白熱の調

光されたあかりがこの店に見事にマッチ。

店内の喧騒と相まって夜カフェの魅力を引

き立てています。

夜カフェに誘われて街へ出る

あたたかなペンダントが店内を照らす

●ベルリンカフェ事情

●夜カフェの魅力
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1. SONY CENTER / Helmut Jahn                                           

2. Hi-Rise Tower / Hans Kollhoff                                             
3. Office / Renzo Piano                                                           
4. Office / Richard Rogers                                                       
5. Housing / Richard Rogers                                                   
6. Housing / U. Lauber + W. Wohr                                          
7. Volksbank Headwuarters  / Arata Isozaki                            
8. Residential Hotel / U. Lauber + W. Wohr                            
9. Housing / Renzo Piano                                                       
10. IMAX Theater / Renzo Piano                                            
11. DEBIS Headquarters / Renzo Piano                                 
12. Office / Rafael Moneo                                                       
13. Hotel Grand Hyatt / Rafael Moneo                                    
14. Musical Theater + Casubi / Renzo Piano                          

街を歩いていて一際目を引くのがポツダム広場を中心とした再開発地区。

ソニーセンター、ダイムラークライスラーなどなど、世界の著名な建築家の建物がずらり

と軒を連ねて、さながら未来都市の建築見本市といった様子です。

建築マップ片手にめぐってみてはいかが？！

建築見本市 in ポツダム広場 !

●それでは TOKYO はどうだろう？

こうしてベルリンのカフェをすっかり堪能

して、目が肥えてしまった私たちは、東京

に帰ってきて街歩きをしながらやはりカ

フェに入ってみました。

東京にだって今やヨーロッパの香りが漂う

カフェはいくらでもあります。でも本場の

それとはやっぱり違うんだよな～。人が違

う、そこで話されている言葉が違う、目の

前に広がる街が違うのだから当たり前のこ

とかもしれません。でも本当にそれだけな

のか？

東京のカフェに入ってまず最初に気付いた

のは、そこがほぼ完全に 20 代から 30 代の

限られた年齢層に独占されたいわゆる“オ

シャレ”な場所になっているということ。

新聞を読んでいるおじさんや散歩途中の地

元のおばあさんなどはいるはずも無く、

オープンカフェの窓際の席にはかなり気合

いの入った服装をしてバッチリお化粧をし

たお姉さん達が並んでいる。

東京のカフェは競って気合を入れて出かけ

ていく場所であり、こじゃれたカフェでお

茶をすることが一種のステータスにさえな

りつつあるように思いました。

そういうカフェではスノッブな雰囲気の漂

う柔らかな間接照明が結構見られます。

日本のカフェは生活に根付いたみんなのた

めの場所というよりも、限られた世代のラ

イフスタイルを投影した空間になっている

ように感じます。ヨーロッパのカフェの役

割を果たしている場所を日本で探すとする

と、それはファミレスか居酒屋か。

もちろん最近のカフェブームに乗って、東

京でもいろいろなタイプのカフェが登場し

てきました。例えば自分の家でくつろいで

いるような印象の、座り心地の良いソファ

を無造作に並べたカフェ。本が自由に読め

るように置いてあって、フロアスタンドな

どを使って照明の位置も低くなっているの

で、心地よさからついつい長居してしまい

がち。気合カフェもいいけれど、やっぱり

落ち着くヨーロッパホームスタイル風リ

ラックスカフェが、東京にももう少し増え

てもいいのではないでしょうか？

（田沼 彩子）

東京のオシャレなカフェ

都会の一角の古いマンションで隠れ家的カフェを発見



“2002 Light + Building” フランクフルトメッセレポート 

Frankfult, Germany  2002/04/15-19
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　イタリアで開催される照明器具見本市、

ユーロ・ルーチェとインテルはヨーロッパ

のなかでは多少イタリアンローカルな色が

濃いが、フランクフルトで毎年開催され

る、この照明・建材展は規模、出展者数と

もにこちらの方が大きい。

　ドイツは日本でも照明設計者にはなじみ

の深い、ERCO 社や BEGA 社を有する国でも

ある。もちろん先のルーチェやインテルへ

の参加企業も、ほとんどがこの展示会には

参加している。欧州照明事情を知るための

唯一最大のイベントである。

■アウトドア・スタンダード

　今回のエポックは ERCO 社のアウトドア

シリーズの発表であろう。ERCO 社そのもの

は昨年にこれらをすでに発表しており、む

しろ興味深いのは追随する他のメーカーの

動向である。

　ERCO 社は高品質なスポットライトと洗練

されたトラックシステム、またダウンライ

トで知られるメーカーである。ヨーロッパ

各地の有名美術館などで採用されている照

明界のリーディングカンパニーなのだ。永

らく屋外用の照明器具には手を出さなかっ

た ERCO が満を持して発表したものは少な

からず他社に影響を与えているはずだ。屋

内のエルコに対して双璧をなす、屋外の

BEGA 社だが、品質の高さは主に耐久性にあ

り、形態のバリーションこそ多いが、配光

のそれに乏しく質も高いとはいえない。

ERCO 社が屋内照明で培った光の質を屋外に

持ち出せば、それらは自ずから屋外照明の

スタンダードとなるに違いないからだ。

　昨年発表の今年であるから、本当の影響

はまだ現れてはいないと思われるが、散見

された状況を報告する。

　

　投光器は配光の質に加えて、レンズ・

フィルター・ルーバーなどのアタッチメン

トシステム、それと小型 HID ランプ全盛の

今は安定器を収納する取り付けベースのシ

ステム整備が必須であるが、その点におい

て競合は We-ef 社であろう。We-ef 社は創

業５０年で、じつは投光器システムの開

発・販売は ERCO 社に先駆けている。製品

ラインナップも ERCO 社より多い。一部製

品は日本でも輸入・販売されている。

　一方、イタリアの iGuzzini 社が今年、

ERCO の対抗製品ともいえる Woody シリー

ズを発表した。ColorWoody（マルチカラー

チェンジャー内蔵型）などをはじめとし

て、多様な展開を見せているが、むしろ目

を引いたのは、直管型蛍光灯を用いた

Lenealuce というシリーズだ。

　iGuzzini 社と対抗する、同じイタリア

の TARGETTI 社の今後の動向が気になると

ころ。

■新光源 LED

　LED（高輝度発光ダイオード）そのもの

は珍しくも何ともないものだが、現在世界

的に照明業界が注目し、開発競争を繰り広

げている。このメッセでもたくさんのメー

カーが応用製品を発表していた。しかし応

用といっても、その絶対光量の少なさから

「照らすための照明」ではなく「見せるた

めの照明」器具が多い。つまりインジケー

タライトなどである。ERCO 社でさえもこ

れを製品群に加えている。（ERCO 社はオリ

エンテーションライトと呼んでいる。）同

じ「でさえも」は PH ランプで知られる

louis poulsen 社にもあてはまる。さすが

に louis poulsen 社には独自の解釈を求め

たいところだが、どのメーカーをとっても

開発アプローチは似たり寄ったりである。

むしろランプメーカーの OSRAM 社が LED を

照明用光源としてユニット化したことの方

がインパクトが大きい。

　

■インターネット

　われわれ照明デザイナーにとって、海外

の見本市での重要な仕事の一つはカタログ

収集であった。紙のカタログは、パソコン

の普及で CD-ROM になるか？などと思って

いるうちにあれよあれよという間に、その

媒体をインターネットに移してしまった。

もちろん紙も CD もある。展示会場でこれ

らを直接受け取ることはなくなって久しい

が（後日、送られてくる。）紙と CD のどち

らもまだ同じように供給されている。しか

したいていのメーカーは Web 上の情報アッ

プデートの方が早いし、充実もしている。

紙や CD などの物質媒体の存在意義は日に

日に薄れていくだろう。

　書籍一般の価値も情報媒体から、一種の

工芸品的価値へと移行すると言われている

が、ベルギーの新進メーカー Modular の紙

カタログがおもしろい。内容や装丁がカタ

ログと言うよりも写真集や画集のそれに近

いからだ。

　

　最近になって、コンピュータの３Dソフ

トウェアでは有名な３Dstudio というやつ

がバージョンアップし、同じく３DCG と照

明解析ソフトで有名な LightScape を機能

の一部として取り込んだ。先の ERCO 社は

Web サイト上の製品アイコンを、この３

Dstudio のモデリングウィンドウをドラッ

グ＆ドロップすると器具の３Dモデルデー

タと配光データがいっぺんに取り込まれる

という機能（というよりはサービス）を

大々的にデモンストレーションしていた。

　

　ハノーバーメッセから分離してもなお広

大で１日や２日で回りきれない印象のフラ

ンクフルトだが、個々のメーカーのプロダ

クトよりも、通貨統合による照明業界への

影響が今後は興味深いと思われる。イン

ターネットによる情報流通の均質化との両

輪で、欧州の照明業界人は今よりもっと忙

しくなるのだろう。

（澤田 隆一）

1. ERCO のアウトドアシリーズ

2. BEGA の展示ブース

21
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5 月末に北京大学の招きで建築家の原広司

さんと一緒に｢光会 ｣というテーマの講演

をしてきました ｡2 泊３日の忙しない日程

でしたが、原さんは｢光的形態 ｣(本当は様

相としたかったのですが、様相は中国語

にない･･･とか言われて仕方なく )という

テーマ、私は例のごとく「2１世紀的都市

環境照明」というお決まりテーマでの講

演でした｡この珍道中もなかなか面白かっ

たので、探偵ノートにはこの ｢北京物語 ｣

をレポートするつもりでいましたが、い

つものように締切ぎりぎりになってし

まって、今となると昨夜の横浜スタジア

ム、ワールドカップ最終戦のほうが旬に

なってしまいました｡今回は｢北京物語｣を

先送りして、昨夜の興奮を語りたいと思

います ｡最終戦、思いつくままに･･･ ｡

どうして私なんかに貴重なワールドカッ

プの最終戦チケットが手に入ったのかは

未だ謎ですが、とあるオフィシャルスポ

ンサーの招きでありました ｡照明デザイ

ナーの近田玲子さんと二人だけで盛り上

がっていた感じなのですが、実はその他

の招待者は殆どが会社のお偉いさんたち

で、照明業界の社長さん連を除いては殆

ど知る由もないご一行です｡先ずは日の出

桟橋に２時半集合｡豪華クルーズ船を借り

切っての飲み食い前哨戦で、横浜大桟橋

に着いてからバスに分乗して横浜スタジ

アムに入ったのが６時少し過ぎ。私の席

は US$750（9 万円）とチケットに印刷さ

れた [E12,10列 268]という良い席でした。

メインスタンドの反対側で、貴賓席と対

峙した場所です｡両方のゴールが同じよう

に見ることができて選手にも近く迫力満

点の席なのですが、いつも TV カメラのア

ングルで観戦しているので最初は少し違

和感がありました｡フィールドも思いのほ

か狭く感じたし、選手の動きを追う視線

には必ず全方向からの投光照明のグレア

が入ってくるし、選手がゴール前に固

まっているとどれが誰の足なんだか分か

らなくなるし、霧雨はかかってくるし。

低い位置からの視線がいかに TV 視線と

違った感動と不便さの両方を伴うものか

を実感しました ｡そして更に発見した

のは競技場では「誰も試合を解説してく

れない」ということです ｡慣れた人は携帯

ラジオを耳にして実況解説つきで楽しん

でいました ｡なるほど頭良い。

私が最も興味を持って観戦したのはボー

ルを追わない人たち｡ドイツに攻め込まれ

ている時のロナウドなんて、とんでもな

く暇そうに休んでいる様子です｡フォワー

ドとはそういう仕事なのだと感心しまし

た ｡しかし、味方がブラジル陣深くに攻め

入っている時でさえ、ドイツのキーパー･

カーンの目の鋭いことといったらない。

これはロナウドとカーンの性格の違いも

ありそうですね。

その他の普通 TV カメラに映りにくい状況

と言えば、報道カメラマンたちの熾烈な

ポジション争い ｡こと表彰式や会場パ

フォーマンスになると、何十人もの望遠

カメラを抱えたカメラマンたちが、われ

こそ最高の場所確保とばかり、押し合い

へしあいしながら撮影ポジションを争う

のです ｡これまたプロだなあ、と思わせる

場面でした｡それと滑稽だったのは貴賓席

に鎮座した方たちの態度｡私はもっぱら双

眼鏡で観戦している人たちの表情を観察

したのですが、貴賓席では皇后陛下のみ

が隣の解説者に質問したり、天皇陛下に

話し掛けたり、時々は笑みを浮かべたり

して体の動きがあるのですが、天皇はも

ちろん、その隣の金大中ご夫妻などは何

処が面白くないのか終始微動だにせずの

観戦｡お調子者の小泉さんなどはさぞ派手

に騒いでいるのではと思いきや、金大中

さんに付き合ってか、これもまたお静か

に･･･ ｡ なんとも貴賓席というところは地

獄だなと思いました｡つまり軽率に喜んだ

り手を叩いたりしてはいけないルールに

なっているのだと推測しました ｡片方の

チームや国を応援することが許されてい

ないのだと ｡

双眼鏡がとても役立ちました｡競技場には

試合をする人だけでなく、報道や警備な

どの厳しい仕事をする人、スムーズな進

行に気を配る運営関係者、そして試合の

始まる 2時間も前から熱狂的に体をくね

らせるサポーター、くねらせたい体を

じっと我慢して役目を終える人･･･ ｡ 色々

な詳細表情がありました ｡

さて照明探偵らしく最終戦の光環境に触

れなければなりませんね｡ちょっと興奮し

ていて照明どころではなかったのですが、

隣で同じように興奮している近田さんと

も「ちょっとこのグレアがひどいね！」

というのが競技場照明の全てを語ってい

ます。そもそも私たちは照明デザインの

プロなので、グレアをことさら敏感に感

じたりする傾向もあるのですが、私など

は持参したキャップのつばを深く下げて

２階席上部の投光器の存在を視野から消

して観戦していました｡そうすると本当に

見やすくなるのです｡野球の選手はナイト

ゲームでも帽子をかぶっているのに、

サッカー選手はどうして帽子をかぶらな

いのか ??? 、と不思議に思いましたが、そ

れではヘディングもできませんものね｡直

ぐに気が付きました｡多分サッカー選手は

ずいぶんグレアに苛まれているはずです ｡

それだけ鉛直面照度をとることとグレア

をなくすこととは両立しずらい矛盾する

要求なのでしょう ｡

最後に色々行われたイベントやアトラク

ションの感想｡思い返してみると色々な隠

し芸が披露されました｡最初に和太鼓 ､そ

してお神輿、参加国の国旗、ユニセフの

子供憲章、唱歌、富士山、千羽鶴の雨

･･･、こんなところですか ｡どれもどれも

私には当たり前のメニューでセンスに欠

けるものだなあ、というのが実感ですが、

最後の千羽鶴が止め処もなく空から降っ

てくるのがちょっと面白かったです｡もと

もと折り紙が空からくるくる回って舞い

降りてくるような光景は普通では見られ

ません｡スタジアム２階席の先端に用意さ

れた大きな布の袋みたいなものを、ユサ

ユサ揺すっているように見えたのですが、

暗い夜空を背景に投光器に照らされた折

鶴が体を回転させながらキラキラと舞い

降りる瞬間は、雪の結晶のようでもあり、

すべてを終了したワールドカップへの労

いのようでもあり、しばし目を奪われる

ような印象的な場面でした ｡とはいえ数

百万羽に及ぶ夢の折鶴は、最終的に退場

者に踏みしだかれて落ち葉のように、拾

うものもないほどでしたが･･･ ｡

競技場をバスがでて品川へ戻り着いたの

が 12 時ごろ ｡私にとっての夢の最終戦は

とても短く多少あっけなく過ぎ去りまし

た｡やはり競技場では照明探偵ごっこなど

していてはだめですね｡ひたすらゲームに

のめり込まなければ｡何をやっても少し覚

めたところがあるのは私の悪い癖です｡少

し反省の観戦記でした ｡

                            ( 面出薫 )
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